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　　　The　present　experiments　were　undertaken　in　order　to　clarify七he　mechanisms　of　so－called　tuberculin
desensitization　using　blood　leukocytes．　This　is　one　ot’　the　series　of　studies　dealing　with　desensitization
phenomenon　in　allergic　tissue　／　eactions．
　　　Since　the　tuberculin　sensitivity　of　cells　is　considered　to　be　one　of　the　key　points　in　studying　tuberculin
desensitization，．　the　tubereulin　sensitivity　was　tested　first　for　eultivated　blood　leukoeytes　obtained　from
tuberculous　rabbits．
　　　In　this　experiment，　the　eover　glass　method　was　used　and　the　grade　of　migration　and　growth　of
tho．　cultivated　eells　was　measured　by　the　use　of　ocu！ar　mierometer．　The　grade　of　the　tuberculin　sensi．一
tivity　oE　the　cells　was　explained　in　terms　of　cytotoxie　and　comparative　cytotoxic　index　aecording　to
Moen　and　Swift．　Calculation　of　cytotoxie　and　eomparaVive　cytotoxie　index　is　as　．follows．
Rate　ofd．iMtsation　or　growth＝＝一1Xtga－91一Ilgg！：gX21ili？gSlil：Xlil11C｝a－9E”glEea　Of　MigratiOrneaOgfgg；：ltahn－atrea　Of　exPrlant
・・・…x・J・・x一藷’監謡。lo慧1器器1呈謡・。
・・m脚ﾗ・・…x・・・…x－C9：1唖蝉器≒1課艦、、
　　　In　order　to　compare　the　tuberculin　sensitivity　of　the　cultivated　cells　obtained　frorn　djfferent　rabbits
seperately，　cytotoxic　index　is　consldered　to　be　sui七able，　for　example，　cytotoxic　index　bθlow　O．5　indicates
the　inhibi七ion　of　the　culture　by　an　addition　of　tuberculin．　However，　comparative　cytotoxic　index　below
1．0　seems　to　indicate　the　inhibition，　in　spite　of　the　cytotoxic　index　which　ranges　from　O．5　to　1．　0．
　　　・In　the　eulture　of　blood　leukoeytes，　most　of　the　propagating　eells　were　observed　’to　be　monocytes，　and
the　degeneration　of　the　cells　appeared　to　beg／’n　in　the　eentev　of　clusters　of　the　propagating　cells．
　　　The　migration　or　g．rowth　ot’　blood　leukocytes　in　the　culture　were　observed　to　be　inhibited　by　the
addition　of　tubereulin　into　the　eulture　media，　when　the　cells　were　obtained　from　tuberculous　rabbits．
　　　However，　when　the　cells　which　w．ere　obtained　from　rabbi七s，　sensitjzed　with　egg　albumin，　were　used
for　the　examinati6n，　such　inhibitor．y　phenomenon　did　not　occur．
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　結核におけるアレルギーと免疫の関係は，結心魂学にお
ける最も古く且つ激烈な論争の課題である。そしてその
key　pointの一つは，　Richの有名な脱感作実験で，脱感
作によってアレルギーを除いて免疫だけを残し得たとした
Richの初めの主張は，アレルギー，免疫二元論の根拠と
されてぎた。しかしRichi）以来の脱感作実験をふり返っ
て見ると，その脱感作というものは単に皮膚のアレルギー
反応性を陰性化したということだけで，その本質に対する
考察に欠けているようである。
　アレルギー個体の特異的脱感作の機構については，既に
本教室において，主として皮膚反応と血中抗体の関係を中
心として教多くの研究がなされているが，2）、7）その大部分
はArthus型（ア型）アレルギーについてである。ただ安
在Cbは結核家兎のツベリクリン（ツ）による脱感作に際し
て，始めッ反応の強さと平行して上昇したツに対する沈降
素が，脱感作の進行とともにさらに上昇し，ツ反応が全く
陰性となってもその高い価を，脱感作処置を続ける限り維
持することを報告している。安在はこの成績が卵白アルブ
ミン感作家兎における脱感作の際の皮慮ア現象と沈降素の
関係と全く同様であるところがら，ツ反応抗体が沈降素と
同様の消長を示すという仮定を設定した上で，ツ脱感作も
ア型アレルギーにおけると同様，抗体の過剰の結果として
起ると推論している。
　すでに古くよりAllergyは皮膚反応の出方からtuber－
culin雅ないしdelayed　typeとArthus型，　immediate
typeとに分けられ，この両型の差異については免疫学的
な種々な研究があげられているが，その最も本質的なもの
と考えられるのは，Arthus型は感作個体の体液により，
他方Tuberculin型は感作個体の細胞により被動感作の可
能なことがあげられていることである。s）また一：方，組織
培養法を利用してAronson9♪等は両型の差異を論じてい
る。即ちAronson9）・10），　Rich　and　Lewjsii）は結棲動物培
養組織にツを添加した場合に特異的な薯明な発育抑制現象
がみられるが，Ar七hus型では同様の操作によっても変化
は認められぬと報告している。
この結核動物における培養組織発育抑制現象は，Baldrid－
ge12）の如くこの実験で発育抑制を認めず，　またJuhasz－
Schaffberi　3）の如くむしろ発育捉進を認めているものもあ
るが，大多数の追試者，即ちMoen　and　Swift14），　Heilman，
Feldman　and　Manni5＞，　Buckley，　Buckley　＆　Keeve，iC‘）
Waksmani7），　Fabrizioi8），等によって確認されている。
　もしこの培養組織のツによる発育抑制現象がPinnerig）
等のいう如くツ反応の本態だとするならば，これが感作，
脱感作の際にどのような変動を示すかということは結核ア
レルギーの本質にも触れる大きな課題と考えられ，本研究
はこれを意図して行われたものである。（本研究着手後，
Richがその著書の中で提案していることを知った）。
　しかし，このためには，血清抗体価を検するように実験
動物から随時に，また繰返し組織細胞をとり出して，ツに
対する感受：性をしらべることが可能でなければならない。
この目的に最も適すると考えられるのは！血液白1血球の培養
であるが，結核動物のML液白血球の培養がツにより発育抑
制を受けることはMoen＆SwjftN）等の報ずるところで
ある。
　そこで暗証は脱感作の研究に入る前に，被覆硝子法で結
緩動物組織の組織培養を行い，発育抑制を認めることが出
来たので，さらにこれを定量化するために，1）発育度測
定法としてのMoen等によってされた面積測定法を吟味
し，2）湖面増殖抑制を受ける細胞の種類を検討し，併せて
Arthus型のアレルギーにおける培養組織の抗原に対する
態度も検討してみた。
実験材料並びに方法
　実験動物；　体重3kg前後の白色成熟家兎を使用し，
幼弱なものは避けた。
　感作方法；　結核菌感染は人肌仲野株1／100mg耳静派
内注射或いはBCG　10　mg皮内注射を行った。　Albumin
感作はMerck製卵白Albuminの1％生理的食：塩水溶
液，及び感作を強力に行う目的で21｝），5％流動paraMn
添加超耐油処理2％Albumin溶液を用い，前者では5cc
隔El　5回皮下注射を行い，後者では5cc　1回皮下注射を行
った。
　組織培養法；　培養手技は被覆硝子法21）t？P・）により，実
験出作はすべて無菌室内で無菌心中で行った。
　a）Tyrode液は第1，　II液を調製し各々蒸気減菌を行
，使用にのぞみ両液を等量混和した。
　b）圧搾液は8日ないし11日の卿化鶏卵の鶏胎児を
Altma11圧搾器により圧出し，　Tyrode液で約2倍量に稀
釈し，2，000回r．p．m．10分の遠沈上清を使用した。
　c）1血i漿は0．1％Heparin加滅菌生理的食塩水の0．2　cc
を注射器にとり，　正常家兎の心穿刺により5ccまで採血
し，1，500　r．p．m．10分遠沈後，上清を毛細管ピペットで採
集し，実験に使用した。なお圧搾液及び血漿の凍結乾燥を
行い冷蔵庫に貯蔵したものも使用した。
　d）添加抗原はすでに滅菌Tyrode稀釈液とした。ツは
実験に応じて伝研旧ツ原液或いは自家製Sautonツを使用
し，　各実験に応じ5，10，20，30，40，80，100，200，300，
700，1，500　・1音にTyrode液による稀釈液を作った。　Albu－
minはMerck製Albumin及びS6rensen－H6yrup法恥
による自家製結晶Albuminを使用し，実験に応じそれぞ
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れ10，20，40，80，160倍稀釈液とし，或いは5％原液とし
その3，10，100，1000倍のTyrode稀釈液を使用した。
　なおSauton一ツは結核海燕の皮膚反応により，伝研旧ツ
原液の大体1／10の力価を示したが，必要に応じて減圧儂
縮により5倍旧ツに相当するものも作った。
　e）培養材料
　白血球：　0．1％Heparin溶液0，2　ccを5cc注射器に
とりi家兎心採血により5cc採血し，スピッグラスに．移し，
1500r．p．m．10分遠沈後血漿層，白色円盤状の白血球層及
び赤血球層の三層に分離したことを確めてから毛細管ピベ
ツトにより帯かに当量漿を充分に除去した。次にスピッグラ
スを垂直に立て，これに静かVc胎児圧搾液3ないし5滴を
管壁にそって洗し込み約10分間瀞醸し，円盤状白血球層
が完全に固定されるのをまってGraefe刀で，これを管壁
から剥離して静かに取り出し，Tyrode舟中に入れ赤血球
を洗瀞除去した。
　脾：屠殺後直ちに取り出しTyrode液に浸し．直ちに
培養に用いた。
　f）培養手技
　被覆硝子培養法によった。培養材料をGraefe刀によっ
て約1mm2の大きさに細切し，　T．yrode畠中に浮遊さIUて
おく。被覆硝子（32×26mm＞に圧搾液，血漿，稀釈抗原
の各1滴を滴下充分に混和する。対照では抗原の代りに
Tyrode液を1滴使用した。次に小スパーテルを用いて混
和液中に上記の組織片を3個，ほぼ等聞隔でおく。この際
液の擬固が1ちにはじまって来るが，もし凝固状態になり
にくい時には数分待つ。組織片はこのplasmaclot中でな
るべく深く，被覆硝子に密着するようにおくことが良好な
培養状態を得るために大切である。ホールグラス（著者は
村田反応用ホールグラスに準じて製作させたものを使用）
にこの被覆硝子を反転してのせ，辺縁をワゼリン，パラフ
ィンを用いて封じ，37．5。C贈卵器で培養した。
　判定方法二　培養後経時的に観察したが，大体40時間
頃まで培養組織の超生染性も保たれているので，最終判定
は38時聞から40時聞でなした。
　定量測定法として，Moen＆Swift14）にならって面積法
を用いた。まず培養組織をホールグラスにのせたまま顕微
鏡下におき，投影器を用いて培養母地及び遊走増殖辺縁の
投影図を描き，これを面積測定器により測定した。
　以下Moen＆Swif七の係数を下記のように算出し，　ま
たこの係数をそれぞれ遊走増殖度はR．M．細胞毒係数は
C．1．比較細胞毒係数はC．C．1．として託溢した。
　　遊走発育度＝、錯養鯉面積＝騨唖逓一
　　　（R．M．）　　　　　母地面積
　　細包毒係数＿ツ添加液中の遊走増繊
　　　（C．1．）　　　ツ非添加液中の遊走増殖度
比較細胞毒係数＝．結核動物組織に対する“翌，IQ」G工
　　（C，C工）　　　正常軸物組織に対する“ツ”のCJ．
　なお遊走増殖度は1ホール3個月いし2ホール6個の培
養組織片より平均値を求めて算出した。
　細胞染色法：Hamatoxylin・Eosin染色，　Giemsa染色
及びNeutralrot超生体染色を行った。
　HE．染色は培養組織をplasmaclotのまま被覆硝子と
ともに10％Alkoholに1昼夜固定後，軽く乾燥してHE．
染色を施した。plasmaelotを濃染する傾向があるので，
Eosin染色は短時問とした。
　Giemsa染色は前記固定材料を稀釈Giemsa液（普通の
塗抹標本染色の5倍稀釈液）に10時間から1昼夜染色し
た。
　超生体染色では中性赤のTyrode液5，000倍稀釈液を使
用の度毎に作り，37．5℃に加温後，培養組織に滴下し顕鏡
した。
　ツ：反応：　標準伝研O．T．の生理的食塩水40倍稀釈液0．1
ccを使用し，48時間判定で発赤，踵張，硬結を測定した。
　沈降反応：O．T．を抗原として重層法により，測定値は
緒方の抗体価にならい，抗血溶の倍数稀釈値をとり，同時
に抗原稀釈値をも測定して参考とした。
実瞼成績
　実験　〔1〕＝本実験では正常及び結核感染動物白血球培
養に対するO．T．の影響をしらべ，面積測定法による係数
の：意義を検討してみた。
　i）まず結核感染家兎の白血球及び脾の培養組織のツに
対する感受性を比較した。本実験は肉眼並びに．顕微鏡によ
って定性的に行った。
　正常家兎白球培養はツの添加による影響は殆ど認められ
なかった。これ｝t反し結核感染家兎の白血球培養ではツに
よる薯明な遊走増殖の抑制が認められ，10倍ツ添加では遊
走は殆ど認められず，20，40倍ツ添加例でも抑制はかなり
著明であった。
　結核動物の脾組織の培養では20倍ツ添加によって遊走
増殖は殆ど全く見られず，白血球培養よりやや抑制効果が
認められた。
　ii）面積測定法による各係数の検討。
　正常及び結核家兎（人型仲野株1／100mg箭脈内感染）の
白血球培養に階段的に稀釈したツを添加し，その影響を面
積測定法により得た遊走増殖度（R．M．），細胞毒係数（C．1．），
比較細胞毒係数（C．GI．）を算出して検討した。　Table　1は
正常家兎（12羽の平均値）及び結核家兎4羽の各係数を記
載したものである。
　R．M．は，各個体の対照のR．M．の比較から明かなよう
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Table　1．Effe・t〔ゾTube7”Cttlin　upon　the　Gr・・wtんαnCI　MigrationげCU（ti’Vαteel
LeuiCOcytθs　Obtained／rom：ruberculousαnd　NOrmα1　Rαbbits
Dilut．
　of
Tuber－culin
30　×
60　×
90x
120　×
240　×
300　×
600×
Con－
trol
Tube－rculin
reaet－ion
Titer
of
anti－
body
No．　7
Ave－
rage
R．M．
C．1． C，C．1．
No．　8
O．37
0．41
0．54
0．97
1．75
1．17
2．07
O．23
0，26
0．34
0．60
1．10
0．73
1．30
i．61　to
Ave－
rage
R．M．
O．32
0．33i
O．40
0．71
1．07
0．73
1．19
1．0
O．19
0．45
O．80
0．70
Q．62
1．36
C．L
O．14
0．33
O．59
0．51
0．45
1．0
C．C　1．
15　×　20　mm
4×320
O．20
0．41
O．71
0．50
0．45
1．0
15　×　13　mm
4×160
No．　9
Ave－
rage
R．M．
0．工3
0．13
1．00
0．90
1．57
0．70
1．00
1．45
C工
O．09
0　09
0．69
0．62
1．08
0．48
0．69
10
C．C．1．
O．13
0．11
0．80
0．75
1．06
0．48
0．63
1．0
12　×　14　mm
8×80
No．　10
Ave－
rage
R．M，
C，L
鼠401
2．71
2．50
4，21
10．0
9ユ2
8．9
O．38
0．30
0．28
0．48
1．10
1．02
工．0
C．C．1．
O．53
0．37
0．33
0．58
1．07
1．02
1．0
23　×20　mm
8×160
Normal
（Average）
Ave－
rage
R．M．
2．77
3．12
3．36
3．24
4．00
3．91
4．26
3．91
C．1．
O．71
0．80
0．86
0．83
1．02
1．00
1．09
1．0
C．C．L
??????? ? ??
1．0
（一）
（一）
Note：　R．M．：　Rate　of　migration　and　growth
　　　　C．1．：　Cytotoxic　j　ndex
　　　C．C．1．　：　Comparative　cytotoxic　index
　　Tuberculous　rabbits　after　93　days　inoeulated　with　the　Nakano　Strain　of　tubereule　bacilli．
に，動物の個体差，採血及び白血球の分離条件，その他の
培養条件によってかなりの変動を示し，各個体閲または個
々の実験相互の聞でツの抑制度を比較することは不可能で．
ある。
　i次にG：しについて検討してみると，Fig．1に示したよう
に，各実験例の問の差は一目瞭然である。この図に明かな
ように，正常家兎白血球もツの120倍以上の濃度ではGI．
はしOより小，即ち軽度の抑制が認められるが，この濃度
のツの結棲動物白血球に対するC．1．はいずれの例でも正常
動物のそれよりかなり低く，しかもその平均値をとってみ
ると，大体濃度低下とともに直線的に上昇している。
　≡次に二二C．GI．をプロットした：Fig．2について検討して
みると，120倍以上の濃度では，C．CJ．はいずれも1．0より
小，即ち明かに結棲劃物の培養白血球に対するツの特異的
細胞毒性，逆にいえば結棲劃物白血球のツ感受性が認めら
れる。しかもこの場合にも，C工の場合と同様，120倍以
上の濃度ではツ濃度の低下とともに直線的にGCJ．の上昇
することが認められた。
　iii）高稀釈0．T．の影響
　ツ感受性の高い結核動物白JrlL球培養を選んで，正常動物
及び脱感作家兎の白血球の高稀釈ツに対するC．1．を比較し
てみた。
　この場合には600倍まで抑制が見られ（C．1．　O．83），900，
2，100倍では正常野物と同様，却って遊走増殖の促進が認
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Fig．1。　Cytotoxic　index　of　tuberculin　a七　the
　　leukoeytes　eultures　from　tuberculous
　　　　　　and　normal　rabbits．
Note：
　Tubereulous　rabbits
　　　e：　C．1．　of　each　case
　　　；K：　Average　of　C，1．
　Normal　rabbits
　　　＠：　Average　of　C・1．
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　Fig．　2．　Comparative　eytotoxie　index　of
　　tubereulin　at　Che　leukocytes　cultures
　　　　　from　tuberculous　rabbits．
Note：
　e：　C．C．1．　of　each　case
　x：　Average　of　C．C．1．　〈Tubereulous　rabbits）
められた。
　実験　〔2〕：本実験は組織培養時の遊走増殖細胞を顕微
鏡下に観察し，ツによる遊走増殖の阻害の経過及びこれに
主役を演ずる細胞の種類を追求した。
　培養組緯を経時的に顕微鏡下に中性別丁生体染色で観察
すると，培養40時閥位まで趨旧染性を保持していること
が認められた。特にユ5時間前後までは新鮮下野肥丁々等
しい超生染性を有し，顕鏡下では活磯に偽足を出して運動
する単球が認められた。また遊1走増殖の著しい層では，偽
足を出し幼若型の中性赤ロぜッテ形成の著しい単球集団
が認められ，この中には核分裂像も認められた。この増殖
性細胞集団の形成は特に培養3時罪ないし4時岡頃に著し
い。
　6時〆高より正常家兎白血球音養では好中球の遊走とな
らんで瀞鯉単球が遊走単球の殆どすべてを占めるが，結
核感染家兎白血球培養では活動型のものがやや少な：い。特
にO．T．添加的において著しく減少している。結榎感染群
のO．T．添加例では上述の増殖性細胞集団の中心部に変性
壊死が起り，中心部は全く微細の崩壊産物で埋められるよ
うになる。これに対して正常家兎培養片では，中心部の単
球の超生染性は低下するが，変性筋壊物は認められない。
　12時聞頃よりは結核感染例の高濃度αIL添加例では，
殆ど全ての細胞は崩潰して正常細胞の形態を認め得ない。
正常家兎培養片では，超生染性は殆ど消失して緩曝な変性
過程にあることがあきらかであっても，なお細胞の輪郭は
たもたれ，激しい崩潰を示す前者とは明かな差異が見出さ
れる。22時閲ないし40時間では結核感染及び正常家兎培
養片ともに細胞崩壊物の量は増加するが，前者では増殖像
は全く認められないのに反し，後者ではなお部分的には増
殖：像を認め得た。
　実験　〔3〕：本実験はAronsonのArthus型アレルギ
ーにおける培養組織の同種抗原に対する感受性を，実験1，
2と同様に血液白血球を面積測定法により検討してみたも
のである。
　実験材料はArthus現象20　x　20　mm（発赤，硬結），沈降
抗体価8倍前後のAlbumin感作家兎4匹の白血球を使用
して培養を行い，抗原稀釈はAronsonの馬血清稀釈にな
らい，5％　Albumin（自家製結晶Albumin使用）を原液と
してこの3，10，100，1，000倍稀釈液を添加した値である。
　成績はTable　2に示したように4匹の平均値でCJ．は
0．96，0．88，0．86，1．08で，これを正常家兎と比較したC．CJ．
では1．034．1，0．811．08の値をとり，正常との聞に差異が
認められず発育抑制は陰性であった。
Table　2・」聯。ホs（ゾ躍6初傭π叩。η施θGr伽th
αnd　．nf　igratiOnげCultivated乙eukoeytesfro？n・the
　　Albumin　Setnsitti　ed　and　Normal　Rabbits
Dilut．
　ofAlbumin
　3×
　10×
100　×
1000　×
Control
Arthus
phenom．
　Leukocy二tes　of
　　rabbits
　sensitized　with
albumin　（Average）
Ave－
rage
R．M．
4．93
4．51
4．42
5．54
5．14
C，1．
O．96
0．88
0．86
1．08
1．00
C．C．工．
1．03
1．10
0．80
1．08
1．00
20　×20　mm
謙語劉 8×
Leukocytes　of
　normal　rabbits
Ave－
rage
R．M．
5．3
4．55
6．0
5．8
5．7
C．1．
O．93
0．80
1．05
1．00
1．00
C．C．1．
??? ????
1．0
（一）
（一）
Note　：　5％Solution　of　albumin　was　used　as　the
　　　　original　solution．
総　括　考　按
　まず実験：方法についてはMoen＆Swiftの面積法が，
彫密なものでないにしろ測る程度定量的方法として応用す
ることが出来ることを知ることが出来た。弐に面積法その
ものについては，培養組織の発育度測定のためには面積法
の他に増殖細胞数測定，或いは発育面積の軸測re24）による
方法等があるが，著者の実験では培ii酪回100～150個の
組織片の測定を行うので，増殖細胞数の測定は困難であ
り，また直径測定より面積測定がより正確な発育度を得ら
れるのでこれを利用した。また各個の組織の発育度の差異
については，古くEbeling24）は手技の熟達と培養条件の
吟味により少なくなり，その差10％以内となれば実験成
績として信頼性のあるものであると述べ，木村は6～7％
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の範囲にとどめることができると述べているが，著者の実
験例にお．いても大体，その範囲におさめることが出来た。
　次に実験成績について検討してみたい。実験1で結緩感
染個体にツを添加培養すれば明かな発育抑制現象が認めら
れたが，これと同様の実験成績をあげている文献を検討し
てみると，Aronson，　Rich＆1、ewis，　Moen　and　Swift，
Heilman，　Feldman　and　Mann，　Waksmani’），　Buekley，
Buckley＆Keeve，16）Heilman＆Seibert25）の報告があ
る。培養組織として脾，骨髄，リンパ節，白血球，肝細胞
等をおのおの使用しているが，いずれの例でもツの添加に．
より纈愛感染個体の組織培養片では著明な発育抑制を認め
ている。　これに対してBaldvidgeはツによる特別の変化
を認めることが出来なかったと報告し，またJuhAsz－Sch・
醗er及びFischeゼ6）はツによりむしろ培養組織の発育促
進を認めている。
　ツ感受性組織の発育抑制を認めている報告中で，Aron－
Sonの実験では結核感染翌週の骨髄及び脾臓を使用しッ60
倍稀釈までの濃厚なツ添加例では，培養細胞の増殖及び遊
走は全く抑制されて認められず，それ以上の稀釈では細胞
の少量の遊走発育がみられるのみで変性壊死が著しい。こ
れに反して正常群では変化を認めず，また対照として，eeillエ
清，Lock液，肉汁等；をツの代りに添加したが特別の変化
をみていない。この60倍旧ツ添加は実際には血漿の1滴，
鶏胎児圧搾液1滴と合せて加えるので最終稀釈180倍とな
っている。著者の実験成績からも120倍稀釈までは特に発
育抑制は強度であり，この点大体一致している。また判定
の表現方法が異なり彼は60倍稀釈までno　migration　or
growthと記載しているが，著者の例では完全に遊1走細胞
を認めぬことはなく，極く軽度の遊走は観察されている。
　このツ感受性が継代的に認められることについては
Moen＆Swiftの聖代に汎る脾培養の実験があり，例えば
第1代C、C．1．　O．42であったものの継代第2代で0．30，第3
代で0．56であった。またこのッ感受性は従来，脾，骨髄，
リ．ンパ節肝胆に遊離の中葉性細胞が同月題になっていたが，
Buckley等によれば単細胞組織培養において，つまり上皮
性細胞においてもこのツ感受性が認められることがあきら
かにされている。
　結榎動物組織培養におけるツ感受性を認めえなかったも
のにBaldridgeがあるが，彼は10倍旧ッを響町脾培養に
添加しても抑制を認め得なかったと報告している。実験方
法を吟味すると，他の研究者が培地に同種黒物の血清を使
用しているのに対し人血清を使用しているのが注目される
が，完全な陰性成績は第2編に詳述せる如．く，動物の感作
ないし感i染方法に問題があったのではないかと想像される。
　結核感染組織培養においてツは発育促進に作用するとい
うものにJuhasz－Schaff’er，　Fischerがあるが，前群は海狸
脾及び腎臓組織培養va　2，000倍ないし3，000倍稀釈の旧ツ
を使用し，後者では鶏の心嚢組織培養に1，000倍稀釈を使
用しており，ともにツの稀釈が高すぎたためと老えられる。
　著考の実験でも1200倍ないし4，500倍稀釈で結該及び
正常組織ともに発育の軽度促進を認めており，ツの微量添
加により刺戟的にはたらぎ発育促進があらわれたものと解
釈される。彼等 実験では低稀釈のツについては検討され
ていない。
　また最近に至りこのツの有効成分についてHeilman＆
SeibertはPPDに発育抑制作用があり，ツ多糖類及び今
期は帯養に影響を及ぼすことはなく時にツ多糖類は非特異
的に障碍性を認めるといい，Fabrizioもツi蛋白の分屑A，
B，Cにより大体同様の結果を得ている。
　またツ感受性組織培養で各種細胞のツ感受性の相違につ
いては，Heilman等は脾培養で巨大喰細胞と結合織母細
胞は同程度にツ感受性があり，次に顯粒性白tin球，；次にリ
ンパ球の順に感受性を示すと報告している。従来，このよ
うな実験では経時的に培養細胞を生のままで観察する．こと
は少なく，培養一定時闇後に固定染色し観察されてき’た。
著者は中性紅超生体染色を行い，単球が本反応に評要な役
割を演じ，且つ．顕著なツ感受性を有することを証明し得
た。
　ツ型及びア型の差については古くより，前者は細胞学着
性抗体が主体をなし，後者は体液親和性抗体が主体をなす
として説明されて来た。この点，実験3において，大体
Aronsonに一致する成績を得たが，既にこの両型の差異
として感受：性組織に抗原をあたえた時に，（in　viVO或いは
in　vitro）ッ11⊆では組織網1包の壊死ないし発育抑制を惹起
するに反し，ア型ではそのような変化は認めないとするも
の｝こHolst？7），　Long＆StewartLo8），　Long＆Seyfarth20・），
Rieh　＆　Lewis，　Aronson，　Mayer　u．　LoewenthalSo），　Barg，3；），
Buckley，　Buckley＆Gey32）があげられる。これらではア
型抗原としては結晶Albu瓢nないし馬並エ清を使用して感
作個体の糸購脚胞の態度を追求している。例えばHolS七は
1疇血清を抗原として感受性組織は白血球，脾，骨髄を使用
して検討しているが，培養上特別の変化をみていない。
Long＆Stewartによれば恒温槽で感作海狭白血球に結品
Albuminを添加して24時間観i察し，変化を認めないと報
告している。
　林，小野33）は腹水単球培養において，牛血清難いは
Albumin感作を行った家兎では抗原添加により速かに
変性死滅することを報告している。腹腔単球は強度の吸
着能を有するといわれ3’1），この点から抗体の著明な吸着
が推定されること，及び一方腹腔単球と」亡腋単球の開で
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はその発生についても幾多の疑問があるので，本報告と
同一視して比較するには適しないように思われる。また
lymphglysisの問題　17）ともからんでt補体の関与が検討
されなければならないと考えられ，今後に残された問題と
考える。
結 論
　本篇では続篇において引き続き’利用される被覆硝子・組織
培養法の手技を紹介し，併せて交献的に考按を加えた。ま
た実験成績より次の如き結論を得た。
　1＞培養組織の面横測定法による諸係数，即ち遊走増殖
度，細胞毒係数，比較細胞毒係数中，晶群の比較には細胞
毒係数が最も便利であって，細胞毒係数0．5以下のもの及
び，細胞癌係数エ．0以下0．5以上であっても比較細胞毒係
数1．0以下のものを培養組織の遊走増殖抑制あるものと見
なし得る。
　2）白血球・組織培養中に増殖する細胞の主体は単球であ
って細胞の変性過程はその増殖挫の細胞集団のrl；nb都には
じまってみられる。発育抑制はこの増殖細胞変性の結果で
ある。
　3）結核感染家兎白血球組織培養のツ添加例では対照に
比して，発育抑制が認められるがAlbumin感作家兎の白
血球組織培養では抗原添加によっても発育抑制は認められ
なかった。
　　　　　　　　　　　　　　（昭和32．2．28受付）’
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